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福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地と
して知られるほか、小正月の行事「サイノカミ」
や、野山の材料で作る「編み組細工」などの伝
統が受け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。
■面積 90.83㎢ ■人口 1,826 人（12 月 1 日現在）
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新
年
名
刺
交
換
会
並
び
に
自
治
功
労
表
彰
式

は
１
月
５
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
功

労
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
、
二
瓶
町
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町民センターで行われた新年名刺交換会並びに自治功労表彰式

　

公開審査において受賞が決まり、喜ぶ当町メンバー。
その収録番組は 12 月 28 日にＫＦＢで放送された。
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が
福
島
県
知
事
賞

Ｋ
Ｆ
Ｂ
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邦
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気
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邦
銀
行
ふ
く

し
ま
の
元
気
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応
援
Ｃ
Ｍ

大
賞
２
０
１
４
」に
お
い
て
、

当
町
が
第
２
位
に
当
た
る
福

島
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
県

内
市
町
村
を
対
象
と
し
て
、

地
域
に
元
気
や
活
力
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
15
秒
Ｃ

Ｍ
を
募
集
す
る
も
の
で
、
今

年
度
は
38
市
町
村
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
Ｃ
Ｍ
は
、
大
登

地
区
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
を
撮
影
、

編
集
し
た
も
の
で
、
厳
し
い

寒
さ
の
中
で
団
結
す
る
姿
や
、

家
族
が
寄
り
添
う
情
景
で「
郷

土
愛
」
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
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を
愛
す
る

気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
。
映
像

も
美
し
く
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
素
晴
ら
し
い
」
と
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
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新年明けましておめでとうございます。皆さまのご健勝、ご多幸を心からお祈り申し上げます。

町
全
体
で
力
を
結
集
し
課
題
に
立
ち
向
か
う
。

被
害
対
策
を
観
光
や
農
業
面
で

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
農
業
面
で
は
、
今
年
度
、

農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
、
施
設

整
備
を
進
め
な
が
ら
、
農
地
荒

廃
の
防
止
に
努
め
、
若
者
の
就

農
、
会
津
桐
の
生
産
を
中
心
と

な
っ
て
進
め
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、
今
年
四
月
か

ら
六
月
に
か
け
て
の
「
ふ
く
し

ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
向
け
て
、
観
光

協
会
の
充
実
強
化
を
図
り
な
が

ら
交
流
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

雇
用
促
進
で
は
、
県
の
緊
急

雇
用
創
出
事
業
の
継
続
が
未
確

定
で
あ
る
中
、
町
の
起
業
支
援
・

雇
用
創
出
事
業
の
充
実
を
図

り
、
併
せ
て
、
町
内
事
業
所
の

経
営
強
化
を
促
し
、
安
定
し
た

雇
用
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
地
方
創
生

法
を
も
と
に
策
定
さ
れ
る
総
合

戦
略
と
、
第
四
次
三
島
町
振
興

計
画
の
後
期
基
本
計
画
の
策
定

と
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。
よ

り
実
効
性
が
あ
り
、
効
果
が
見

え
る
計
画
と
な
る
よ
う
、
町
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
き
な
が

ら
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
基
盤
づ
く
り

で
は
、
地
区
集
会
所
の
耐
震
診

断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
区
集

会
所
の
耐
震
化
改
修
を
実
施
す

る
ほ
か
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

日
頃
の
防
災
へ
の
心
構
え
や
、

相
互
の
助
け
合
い
な
ど
、
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

若
者
定
住
対
策
で
は
、
風
評

　

ま
た
、
定
住
の
た
め
町
営
住

宅
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
子
育
て
世
帯

用
と
し
て
今
年
度
の
入
居
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
以
後
、

単
身
者
用
住
宅
、
宅
地
造
成
に

取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

高
齢
者
支
援
住
宅
に
つ
い
て

も
、
今
後
、
こ
の
住
宅
を
活
用

し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
ソ

フ
ト
面
の
充
実
を
図
り
、
高
齢

者
の
方
に
と
っ
て
安
心
で
き
る

町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

教
育
関
連
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
で
一
部
、
複
式
学
級
と
な

り
ま
し
た
が
、
変
わ
ら
な
い
教

育
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
施
策

や
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

を
継
続
し
て
い
く
ほ
か
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
、
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
「
過
疎
・
高
齢
化
」
と
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
お

り
ま
す
が
、
周
囲
の
豊
か
な
資

源
に
目
を
向
け
、
前
向
き
に
暮

ら
し
を
考
え
、
活
動
す
る
姿
は
、

次
の
可
能
性
を
秘
め
た
、
町
づ

く
り
の
大
き
な
方
向
性
と
捉
え

て
お
り
ま
す
。

　

課
題
が
多
い
の
も
実
状
で
す

が
、
町
民
の
方
を
は
じ
め
各
種

団
体
、
議
会
、
町
が
知
恵
を
出

し
合
い
、
力
を
結
集
し
課
題
の

解
決
に
向
け
た
事
業
実
施
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
、
町

を
は
じ
め
世
の
中
が
、
災
害
や

事
件
、
事
故
の
な
い
穏
や
か
な
一

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

二に

瓶へ
い

隆り
ゅ
う

司じ

三
島
町
長

企
画
力
・
実
行
力
を
充
実
し
地
方
創
生
事
業
に
取
り
組
む
。

小こ

柴し
ば

修し
ゅ
う

一い
ち

三
島
町
議
会
議
長

の
発
生
に
よ
る
大
雪
で
、
豪
雪

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
対
策

を
講
じ
ま
し
た
。

　

今
、
町
は
昨
年
か
ら
の
懸
案

事
項
で
あ
る
農
業
法
人
の
設
立

に
向
け
て
、
12
月
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
予
算
を
可
決
し
ま

し
た
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
会
津
桐
の
再
生
、
編
み

組
細
工
の
技
術
の
伝
承
、
原
材

料
の
確
保
、美
坂
高
原
の
運
営
、

ま
た
、
事
業
の
資
金
源
だ
っ
た

緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
継
続
が

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

れ
ば
よ
い
の
か
判
断
が
求
め
ら

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
27
年
の

新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
町

議
会
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
、
町
議
会
に
対
し
て

ご
支
援
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る

こ
と
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
な
、
町
の
生
活
基

盤
の
整
備
が
年
々
充
実
を
み
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
異
常
気
象
で
日
本
各
地
で

大
き
な
災
害
が
起
き
て
い
る
中

で
、
当
町
で
は
大
き
な
災
害
が

な
く
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ

た
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
昨
年
12
月
に
爆
弾
低
気
圧

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
で
は
、
東
京
一
極

集
中
で
は
な
く
、
地
方
を
元
気

に
し
、
若
者
定
住
や
雇
用
の
場

を
つ
く
り
、
人
口
増
加
を
は
か

る
地
方
創
生
事
業
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
5
か
年
の

総
合
戦
略
を
決
定
し
、
実
行
段

階
に
入
る
地
方
創
生
事
業
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
実
情
に

応
じ
た
政
策
を
企
画
し
、
実
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
使
途
の
自

由
度
が
高
い
交
付
金
が
交
付
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

　

平
成
27
年
度
は
地
方
創
生
の

年
で
あ
り
、
町
の
懸
案
事
項
の

解
決
に
あ
た
り
、
よ
り
特
色
あ

る
町
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め

に
、
企
画
力
が
問
わ
れ
る
年
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
企
画
力
、
実
行
力
に
よ
っ

て
地
方
創
生
事
業
の
「
軌
道
」

に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
な
企
画

の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

今
こ
そ
、
行
政
、
議
会
、
町

民
が
一
体
と
な
っ
て
知
恵
を
出

し
合
い
創
意
工
夫
を
し
て
、
こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
町
の
発
展
の
た
め
に
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
と
と
も
に
、
町
の
ま
す
ま

す
の
発
展
と
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
し

ま
す
。
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身近な情報をお寄せください。
役場 地域政策課 ☎（48）5533

み し ま の 出 来 事
TownNews8

ＤＶＤをみながら「元気でまっせ体操」を一緒に実践

　元気でまっせ体操教室は 11 月 26 日、町民センターで行わ
れ町内外から多くの方が来場しました。
　「元気でまっせ体操」は大阪府大東市の職員で理学療法士の
逢坂伸子さんが発案したもので、介護状態にならない介護予
防のために大東市では広く普及しています。逢坂さんは「死
ぬまで筋力は強くなります。多くの方が長い生きする時代で
す。元気に動けることが一番大切です」と話しました。

生きている限り筋力は強くなる
元気でまっせ体操教室

参加者の皆さんは編み方を習いながらザルを完成させた。

編み組細工を体験
町観光協会の田舎暮らし体験ツアー

　今年度の 6 回目の田舎暮らし体験ツアーは 12 月 6 日・7
日に行われ、県内外から 14 人が参加しました。今回は交流セ
ンター山びこで奥会津編み組細工を体験しました。五十嵐光
榮さん（滝谷）、目黒政榮さん（滝谷）、菅家藤一さん（間方）
から編み方を教わりながら、マタタビのザルなどを作りました。
　参加者はのんびり館に宿泊し、夕食にこづゆや山菜料理な
どの郷土料理を堪能するなど、田舎の魅力を満喫しました。

議会の様子を知る
三島小 6 年生が議会を傍聴

　三島小 6 年生の児童たちは 12 月 12 日、町議会の 12 月定
例会を見学しました。児童たちは初めて議場に入ると、議員や
町職員の緊迫した雰囲気に、少し緊張した様子で傍聴席に座り
ました。議場では一般質問で議員の質問に答弁する町職員の様
子を真剣に見学しました。
　児童たちにとっては、難しい言葉もあったようですが、議会
を少し身近に感じる機会となったようです。 緊張した様子で見学する三島小の 6 年生たち保育所に訪れたサンタクロースを囲む子どもたち

　サンタクロースやトナカイに仮装した三島町商工会青年部
の皆さんが、12 月 23 日の夜に保育所に通う子どもたちの家
を訪れ、プレゼントを手渡しました。また、同月 25 日には保
育所で子どもたちにプレゼントの人形を手渡しました。
　このクリスマスプレゼントは三島町商工会青年部が町民ゴ
ルフのチャリティー金を用い、子どもたちの健やかな成長を
願って毎年行っているものです。

保育所にサンタがやってきた
三島町商工会が子どもたちにプレゼント

おばあちゃんに教わりながら、大豆をひいて粉にする様子

きな粉も手作り
恒例のおばあちゃんの味

　三島小児童たちが郷土料理を体験する恒例の「おばあちゃ
んの味」は 12 月 10 日、町民センターで行われ、5 年生１１
人が参加しました。老人クラブ女性部の皆さんに習い、きな
こおはぎ、ほうれん草のじゅうねん和え、筑前煮、せんばん炒り、
大根の白和えを作りました。
　出来上がると昼食会を開き、5 年生のほか 4 年生と 2 年生
も一緒に味わいました。

役場の職員から消費税などの税金について学んだ

税金について学ぶ
三島小 6 年生「租税教室」

　三島小 6 年生の租税教室は 12 月 1 日に行われ、町民課職
員が税金について説明しました。児童たちは、消防や警察、ゴ
ミ処理、道路や橋の建設など、生活に欠かせないものが税金
で成り立っていることを学びました。
　児童たちは小学校入学から卒業までに、１人に対して 500
万円の税金が使われていることに驚きながらも、税金の意義と
お金の大切さを感じていたようです。

浅岐地区で行われた地区座談会

　地区座談会は 11 月から 12 月にかけて、各地区の集会所で
開かれました。町からは二瓶町長をはじめ、教育長、各課長等、
地区担当職員が出席しました。座談会では振興計画（地区計画）
や、防災対策、地区要望の取組状況などについて説明した後、
出席した町民の方からの質問や要望を受けました。町では地
区座談会での意見や要望を踏まえ、平成 27 年度の事業計画
と予算編成を行います。

町政について報告、意見交換
町内 15 か所で地区座談会開催される

　地場産品などの詰め合わせ「ふるさとの香り」が、134 世
帯の特別町民へ届けられました。町観光協会が町の委託を受
けて 12 月末に発送しました。今回の詰め合わせには、恒例
のもち、山菜加工品などのほか、奥会津温泉郷協議会発行の
2015 年奥会津歳時記カレンダーを入れました。もちは西方地
区の皆さんが毎年作っており、特別町民の皆さんのお正月の
食卓に上がることを思い描きながら、丁寧に詰められました。

ふるさとの香りを発送しました
特別町民の 134 世帯へ

恒例のもち作りを行った西方地区の
皆さん。「ふるさとの香り」の箱には、
お母さんたちの真心も詰められた。
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町民記者通信

　町民記者通信は、交流センター山びこのホー
ムページ「ゆるいばた」にも掲載しています
のでご覧ください。http://www.yuruibata.jp/

　12 月 7 日、滝谷健康を守る会（会長 目黒常廣さん）では、健康
づくり事業の一環として食生活改善調理講習会を開催しました。
　今年は「楽しくおしゃべり、そして食べて心も元気に！」をテー
マに、減塩食の調理実習を行い、試食をしました。
　参加した 21 人の会員の皆さんは毎日の食事に欠かすことので
きない「塩」についてあらためて考える貴重なひと時を和気あい
あいとした中で過ごしていました。

文・写真　町民記者　目黒 民一さん（滝谷）滝谷健康を守る会で減塩食の調理実習

　12 月 7 日、恒例の桧原地区新そば会が桧
原多目的集会所で開かれました。「四季の会・
ボランティア桧原」が主催し、地区のそば打
ち名人が自慢のそばを振る舞いました。けん
ちんそば・ざるそば・ヤマドリそばのほか、
あんこもち・つゆもちなど、多くの手料理の
おもてなしを堪能し、主催者の皆さんによる、
笑いありの「そば口上」でおおいに場が盛り
上がり、楽しいひと時を過ごしました。

文・写真　町民記者 佐々木　邦雄さん（桧原）香り高い新そば会

　12 月 7 日、長寿会、地区ボランティア「さつき会」
の合同による毎年恒例の「蕎麦会」が大登生活改善
センターにおいて会員多数の参加のもと行われまし
た。角田クニ子さんはじめ 4 人の若手（？）による
蕎麦口上も登場し、会場から盛んな拍手が送られ大
いに盛り上がりました。
　この日は、会員以外にも地区の高齢者が招待され、
参加者は会員の手打ちによる蕎麦、料理に舌鼓を打
ちながら、今年一年の活動を振り返り、健康に感謝
するとともに、交流を深めていました。
　朝早くから準備頂いた役員・会員の皆さん、大変
お疲れ様でした。

文・写真　町民記者 角田　陽市さん（大登）蕎麦口上で世代間交流

　二瓶新永さん（大登）に、東北経済産業局長から伝統的工芸品功労者に

対する表彰状が贈られました。

　二瓶さんは平成 8 年度から平成 25 年度まで 18 年間「ものづくり教室」

での講師として指導にあたるなど、伝統的技術・技法の継承及び向上に貢

献されてきました。

　12 月 1 日、二瓶さんは町長室を訪れ、受賞を報告しました。

二瓶新永さんに東北経済産業局長表彰
2014.12.1

　東北電力㈱会津若松支社から地域

の安全・安心な街づくりのために、Ｌ

ＥＤ蛍光灯 10 灯が寄贈されました。

　11 月 28 日に東北電力㈱会津若松

支社の春浪隆夫支社長が二瓶町長に

目録を手渡しました。

東北電力㈱会津若松支社から
ＬＥＤ蛍光灯寄贈

2014.11.28

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会への寄附
ご遺志によるもの

飯　塚　国　英　様（大石田）

山ノ内　俊　明　様（滝　谷）

長　郷　寅　二　様（会津若松市）

山　内　文　克　様（西　方）

五ノ井　俊　郎　様（会津若松市）

佐　藤　　　保　様（埼玉県さいたま市）

㈱ソクラテス 代表取締役 佐藤　保　様

　（埼玉県さいたま市）　

佐々木　純一郎　様（青森県藤崎町）

酒　井　哲　郎　様（沖縄県那覇市）

ふるさと納税（町へのご寄附）

　三島小に会津若松税務署長から感謝状が贈呈されました。

　これは国税庁が推進している租税教育に対して、特に功績のあった教育

機関に贈られたものです。

　11 月 13 日会津若松税務署の和田豊署長が三島小を訪れ、三星了一校長

に感謝状を手渡しました。

三島小が税務署から感謝状　租税教育の功労
2014.11.13
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宮沢賢治童話全集11

銀河鉄道の夜
宮沢 賢治 著
岩崎書店

　孤独な少年ジョバンニが友人カムパネル

ラと天空を旅しながら問いかける「ほんとう

のさいわい」とは。魂をふるわせるような

宮沢賢治の代表作「銀河鉄道の夜」他 2 篇

絵で読む日本語
（上・散文編）

鵜川 昇　編・著
旺文社

　小説など散文のひとこまに、そのイメー

ジを最もよく表すと思われる絵画・写真を

対置させた美しい本です。

5分で落語のよみきかせ
不思議なお話の巻

小佐田 定雄　著
PHP 研究所　

　原作のままでは子どもにわかりにくい落

語を楽しい内容にアレンジしたり、面白い

場面だけを抜き出したりして、5分程度でよ

みきかせできる本です。

Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと
◦利用時間 ㊊～ ㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始　問教育委員会 ☎（48）5599
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二瓶町長に受賞の報告をする佐藤朋義さん（写真中央）

2014.12.5

佐藤朋義さんに
社会教育功労者表彰

　平成26年度の社会教育功労者に佐藤朋義さん（宮

下）が選ばれ、文部科学大臣から表彰状が贈られま

した。佐藤さんは昭和 59 年から 15 年間三島町公民

館長として、また、社会教育委員などを歴任し、地域

の社会教育の発展に貢献したことが認められました。

三島町学校支援本部に
文部科学大臣表彰

　三島町学校支援本部による「桐の子隊」「ゆ

めポケットクラブ」「地区探検」などの事業

について、平成 26 年度の優れた「地域によ

る学校支援活動」推進にかかる文部科学大

臣表彰を受賞しました。

2014.12.8

表彰状を受け取った学校支援地域本部
コーディネーターの小柴奈穂美さん
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区分 自己負担限度額（年 3 回まで） 4 回目以降

上位所得者 150,000 円 ＋ （医療費 － 500,000 円） × 1% 83,400 円
一般 80,100 円 ＋（医療費－ 267,000 円）× 1％ 44,400 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

70 歳未満の方の自己負担限度額（月額）

・上位所得者：国保税算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額の合計（世帯内の国保加入者全員の合計）

　が 600 万円を超える場合。

※所得の申告をしていない人は上位所得者扱いとなります。

・一般：上位所得者と住民税課税世帯以外の場合。

・住民税非課税世帯：世帯主とすべての国保加入者が住民税非課税の世帯

平成 27 年 1 月から 70 歳未満の人の高額療養費制度の限度額が変更となります。

高額療養費制度の変更のお知らせ
国民健康保険加入者のみなさんへ

高額療養費制度の限度額とは

１ヶ月に窓口で支払った医療費の額が一定額を超えたとき、
申請することにより超えた分が「高額療養費」として支給されます。

平成 27 年 1 月から
区分 自己負担限度額（年 3 回まで） 4 回目以降

基
準
総
所
得

901 万円超 252,600 円 ＋ （総医療費 － 842,000 円） × 1% 140,100 円
600 万円超

901 万円以下 167,400 円 ＋（総医療費－ 558,000 円）× 1％ 93,000 円

210 万円超
600 万円以下 80,100 円 ＋（総医療費－ 267,000 円）× 1％ 44,400 円

210 万円以下 57,600 円 44,400 円
住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

※基準総所得額＝前年の総所得額等－基礎控除 33 万円

※過去 12 ヶ月の間に、高額療養費該当月が 3 回以上ある人は 4 回目以降の限度額が引き下げられます。

　今回の変更は、70 歳未満の方であり、70 歳以上 75 歳未満の方の自己負担限度額は変
更ありません。

　70 歳以上 75 歳未満の方の自己負担限度額については広報みしま 11 月号（平成 26 年
11 月 7 日発行）をご確認ください。

【旧】平成 26年 12 月まで

【新】平成 27年 1月から

個人住民税の特別徴収義務者の一斉指定について

Ｑ１．特別徴収は新しい制度ですか？

　Ａ．地方税法では、従来から所得税を源泉徴収している事業主（給与支払者）は、従業員の個人住民税を

特別徴収しなければならないと定められています。

　従業員が前年中に給与の支払いを受けていて、当年の 4 月 1 日現在給与の支払いを受けている場合には事

業主は特別徴収しなければならないことになっています。

Ｑ２．今から特別徴収に切り替えると、手間がかかりませんか。また、特別徴収をすることで何かメリット

はありますか。

　Ａ．個人住民税の特別徴収は、所得税のように、税額を計算したり年末調整をする手間はかかりません。

　　税額の計算は給与支払報告書等に基づいて町で行い、事業主宛に従業員ごとの個人住民税額が通知され

ます。その税額を毎月の給与から徴収（差引き）し、合計額を翌月の 10 日までに、金融機関を通じて各市

町村に納めてもらうことになります。

　特別徴収をすると、従業員の方が金融機関へ納税に出向く手間を省くことができ、納め忘れの心配があり

ません。さらに、普通徴収の納期が原則として年 4 回であるのに対し、特別徴収は年 12 回なので従業員（納

税義務者）の 1 回あたりの負担が緩和されます。

◆個人住民税の特別徴収Ｑ＆Ａ

～個人住民税の特別徴収を実施していない事業主の皆さんへ～

「所得税は源泉徴収しているけれど個人住民税は徴収していない」ということはありませんか？

　毎年 5 月に特別徴収義務者（事業主）あてに「特別徴収税額決定通知書」を送りますので、通

知された税額を毎月の給与から徴収し、翌月の 10 日までに金融機関を通じて、従業員の住所地

の市町村ごとに納入してもらいます。

　県と町では、県内における個人住民税の特別徴収を推進するため、対象となる事業主の皆さんを
特別徴収義務者として、一斉に指定する取り組みを実施していくことにしました。
　会津地区では平成 27 年度から実施する予定です。

■個人住民税の特別徴収とは、給与支払者（事業主）が、所得税の源泉徴収と同様に、個人住民税の納税

義務者である給与所得者（従業員）に代わって、毎月支払う給与から個人住民税（個人市町村税と個人県

民税）を徴収（差引き）し、納入してもらう制度です。

■地方税法第 321 条の 4 及び町の条例の規定により、所得税の源泉徴収を行う給与支払者（事業主）は原

則としてすべての特別徴収義務者として個人住民税を特別徴収（毎月徴収）することが義務付けられてい

ます。

問県会津地方振興局県税部 ☎ 0242（29）5241
　役場 町民課 ☎（48）5555
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お 知 ら せ の ペ ー ジ

会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗
空 き 巣 ね ら い 8 2
忍 び 込 み 10 3
事 務 所 荒 ら し 1
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗 1
オ ー ト バ イ 盗
自 転 車 盗 13
自 販 機 ね ら い
車 上 ね ら い 1
ひ っ た く り
部 品 ね ら い 1
強 制 わ い せ つ
街 頭 犯 罪 合 計 35 5
全 刑 法 犯 111 8

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物
損壊、暴行、傷害、万引き、詐欺な
ど）の犯罪発生件数が含まれます。

街頭犯罪発生件数（1月～11月）

三島町での刑法犯（11月）0件

国民年金基金制度のご案内
　国民年金基金は、自営業、農業な
どの国民年金の第一号被保険者の
方々がゆとりある老後を過ごせるよ
う、国民年金に上乗せする公的な年
金制度です。加入は任意で色々な年
金のタイプから現在の状況や将来設
計にあわせて選ぶことができます。

◆加入できる方
　国民年金に加入している 20 歳以上
60 歳未満の方及び 60 歳以上 65 歳未
満で国民年金に任意加入している方

※掛金は全額社会保険料控除、受け
取る年金公的年金等控除の対象にな
り、税制面で優遇されます。また、
年金受給や保証期間内にお亡くなり
になった場合、ご家族に一時金が支
払われます。
㉄福島県国民年金基金
☎ 0120（65）4192

会津職業能力開発促進センター
訓練生募集のお知らせ

◆コース名「住宅電気設備科」

◆募集締切
　1月16日㊎～ 2月13日㊎まで
◆定員　20人

◆訓練期間

　平成 27年 3月 3日㊋～
　平成 27年 8月27日㊍まで
◆対象者
　公共職業安定所に求職登録されて
いる方で、職業訓練の受講が望まし
いと判断された方。

◆受講料　無料

◆選考日　平成 27年 2月17日㊋
※施設見学会（キャリアアップガイダ

ンス）を1月13日㊋、26 日㊊、2 月 9 日

㊊の 9：30 ～ 12：30 に行います。

㉄会津職業能力開発促進センター
☎ 0242（26）0520 FAX 0242（26）1585

危険ドラッグは本当に危険です
　最近、「合法ハーブ」等と称して販売

される薬物（危険ドラッグ）を吸引し、

呼吸困難を起こしたり、死亡したりする

事件が全国で相次いで発生しています。

　「合法ドラッグ」「脱法ハーブ」などと

称して販売されるため、あたかも身体影

響がなく、安全であるかのように誤解さ

れていますが、大麻や覚せい剤などと同

じ成分がふくまれており、大変危険で違

法な薬物です。

◎何が危険なの？
　危険ドラッグは成分や含有量が商品に

よってまちまちであり、吐いたり、意識

を失ったり、暴れたりなど、何が起こる

か予測不能です。病院に搬送されても、

成分が分からないため適切な治療が出

来ないこともあり、最悪の場合は死に至

ることもある危険な薬物です。

◎罰則はあるの？
　指定薬物を含む危険ドラッグを輸入・

製造・販売・使用・所持等した場合「3

～ 5 年以下の懲役または 300~500 万円

以下の罰金」

◎危険ドラッグは絶対に「持たない」
「もらわない」「買わない」「使わない」

1 月 15 日まで
年末年始特別警戒中です

会津坂下消防署三島出張所から

1月26日は文化財防火デー
　毎年 1 月 26 日は，「文化財防火
デー」です。文化財防火デーは，昭
和 24 年 1 月 26 日に修理作業中だっ
た法隆寺金堂が電気座布団のスイッ
チの切り忘れから出火、炎上し，壁
画が焼損したことや 1 年のうちで 1
月と 2 月が最も火災が発生しやすい
時期であることにちなんで制定され
ました。
　三島町においても文化遺産が数多
くあります。その多くは木や紙、布
など燃えやすい素材で作られている
ため、所有者や管理者はもちろん、
周辺の皆さんも火の取り扱いには十
分注意しましょう。

㉄会津坂下消防署 三島出張所
　☎（52）3032

浅岐あったかサロン

1 月 16 日㊎　10：00～ 浅岐集会所

サロンないり

1 月 21 日㊌　10：00～ 名入公民館

㉄町社会福祉協議会 ☎（52）3344

地域ふれあいサロン

㊟住民基本台帳による数値です。増減は前月
との比較、出生・死亡・転入・転出は前月 1
カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
12 月 1 日現在

人口 ₁︐₈₂₆ ︲₃ 出生 ₁
男 ₈₈₀ ︲₄ 死亡 ₂
女 ₉₄₆ ✚₁ 転入 ₂

世帯 ₈₂₁ ₀ 転出 ₄

４カ月児健診
 1 月 20 日㊋ 11：15 ～ 坂下厚生総合病院

 2 月 10 日㊋ 11：15 ～ 坂下厚生総合病院

３歳児健診
 1 月 21 日㊌ 13：00 ～ 柳津町銀山荘

足腰げんき教室
▶室内運動編
 2 月 18 日㊌ 13：30 ～ 町民センター

心の健康相談（※事前申し込み必要）
 2 月 17 日㊋ 13：30 ～ 福寿草
   ※ 1 月 26 日㊊は中止となります。

　【申込先】町民課 ☎（48）5565

※この実施予定は、別に配布しました平成 26 年度健康づく
り年間予定表（ピンク色の一枚刷り）から転記しています。

保健・子育て・健康づくり
問町民課 ☎（48）5565

実 施 予 定

県立宮下病院看護師募集

　昨年は、常勤医師が 4 人になり、地域の診療所と
特養への応援を、平成 24 年以前の状態に戻すことが
できました。そして、入院患者数が前年比で大幅に
増えました。
　昨年の５月から、整形外科の外来日に合わせて、
隔週で、昭和村に送迎バスを出しました。大勢の皆
さまに利用して頂いています。
　肺がんの早期発見をめざして低線量 CT による肺
がん検診を始めました。肺がんは、がんによる死亡
原因の第１位です。たばこを吸わなくてもなります。
５０歳以上の方は、是非受けてみてください。
　今年は、病棟の耐震補強工事が始まります。騒音
や振動等により外来および入院患者様に御不便、御
迷惑をかけるかもしれませんが、御理解、御協力を
お願いいたします。工事の日程については、後日、お
知らせいたします。
　今年も、以前に増して診療所や特別養護老人ホー
ムとの良好な関係を維持し、地域の皆様に利用して
いただける病院を目指して、職員一同努力してまいり
ます。
　今年一年が、皆様にとって良い年でありますように。

県立宮下病院から

新年のごあいさつ

黒沢 正喜 院長

　県立宮下病院では平成 27 年 4 月 1 日付け採用
の看護師を募集しています。

◆受験資格　
　昭和 50 年 4 月 2 日以降生まれで、
　看護師免許を有するか取得見込みの方

◆試験日程
　　1 月 31 日㊏　教養試験・適正検査
　　2 月 1 日㊐　口述試験

◆応募締切　1 月 26 日㊎　※応募書類必着

◆試験会場　福島県自治会館（福島市中町８- ２）

◆募集人員　若干名

㉄県病院局　病院経営課　☎ 024（521）7226
　県立宮下病院　☎（52）2321

テクノアカデミー会津
在職者訓練のお知らせ

◆コース名「TOEIC スコアアップ講座」

◆内容　TOEIC のスコアアップを目指す

◆日時　2月9日㊊・10日㊋・12日㊍
　　　　　13日㊎（計 4日間）　　　
　　　　　16：30～ 19：30

◆費用　受講料 3,100 円
　　　　テキスト代 3,024 円

◆場所　テクノアカデミー会津

◆定員　5人

◆申込締切　1 月 26 日㊊

◆申込方法
　受講申込書に記入し、下記住所へ
郵送、持参、もしくは FAX で送信し
てください。

（「受講申込」は、http://www.tc-aizu.
ac.jp/ からダウンロードください）

㉄テクノアカデミー会津
〒 965-3527 喜多方市塩川町御殿場 4-16
☎ 0241（27）3221　FAX 0241（27）3312
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続
的
に
行
っ
て
い

る
こ
と
。

❽
就
学
し
て
い
る
こ
と
。

❾
虐
待
ま
た
は
配
偶
者
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
（
家
庭
内
暴
力
）
の
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
。

❿
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に

保
育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も

が
い
て
継
続
利
用
が
必
要
で
あ

る
こ
と
。

⓫
町
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類

す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
。

◉
対
象
者

　

三
島
町
に
住
所
を
有
す
る
小

学
校
入
学
前
の
乳
幼
児

※
平
成
27
年
度
の
途
中
入
所
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
も
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◉
保
育
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
４
時
30
分
ま
で

※
土
曜
日
は
午
後
０
時
30
分
ま
で

　

た
だ
し
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
早
朝
・
延
長
保
育
を

実
施
し
ま
す
。

　

午
前
７
時
30
分
か
ら

　

午
後
６
時
00
分
ま
で

◉
保
育
料

　

保
育
料
は
保
護
者
の
所
得
税

額
ま
た
は
町
民
税
額
を
基
準
と

し
て
決
定
し
ま
す
。

◉
提
出
書
類

①
保
育
所
入
所
申
込
書

②
就
労
証
明
書

（
用
紙
は
保
育
所
お
よ
び
教
育

委
員
会
事
務
局
で
配
布
し
て
い

ま
す
）

◉
入
所
申
込
締
切

　

１
月
30
日
㊎

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

三
島
保
育
所

　

☎
（
48
）
５
５
０
１

　

教
育
委
員
会

　

☎
（
48
）
５
５
９
９

◉
貸
与
資
格

①
学
生
ま
た
は
保
護
者
が
引
き

続
き
１
年
以
上
三
島
町
に
住
所

を
有
す
る
者

②
品
行
が
正
し
く
、
学
術
に
優

れ
、
健
康
で
あ
る
者

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者

◉
奨
学
資
金
の
額
（
月
額
）

　

大
学
生　

３
万
円
以
内

　

そ
の
他　

２
万
円
以
内

　

い
ず
れ
も
無
利
子
で
す
。

◉
貸
与
期
間

　

進
学
す
る
学
校
の
正
規
の
修

業
期
間

◉
償
還
期
間

　

就
職
６
カ
月
後
か
ら
月
賦
で

６
年
以
内
で
の
償
還
と
な
り
ま

す
。

◉
出
願
手
続
き

　

奨
学
生
願
書
、
奨
学
生
推
薦

調
書
を
、
平
成
27
年
２
月
23
日

㊊
ま
で
に
役
場
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

（
用
紙
は
同
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
）

【
出
願
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
48
）
５
５
１
１
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1

　

高
齢
者
自
立
支
援
住
宅
が
平
成
26

12
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

内
覧
会
は
12
月
10
日
に
行
わ
れ
、

多
く
の
方
々
が
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。
参
加
者
ら
は
、
新
し
い
木
の
に

お
い
が
漂
う
施
設
内
の
様
子
を
見
て

ま
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
住
宅
は
利
用
す
る
高
齢
者
の

自
立
を
支
援
し
、
町
で
変
わ
ら
ず
に

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
事
を
目

指
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

施
設
は
木
造
平
屋
建
て
、
全
８
室

あ
り
、
各
部
屋
は
定
員
２
名
で
最
大

16
人
の
入
居
が
可
能
で
す
。
間
取
り

は
２
Ｄ
Ｋ
（
和
室
４
・
５
畳
、
洋
室
６

畳
、キ
ッ
チ
ン
、バ
ス
、ト
イ
レ
、押
入
）

で
す
。
昨
年
末
の
時
点
で
５
部
屋
に

６
人
が
入
居
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
自
立
支
援
住
宅
は
引
き
続

き
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
役
場
町
民
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
町
民
課　

☎
（
48
）
５
５
６
５

高
齢
者
自
立
支
援
住
宅
が
完
成

1_ 高齢者自立支援住宅の外観　2_ 廊下をはさみ 8 部屋が並ぶ　3_ 各部屋にはオール電
化の電磁式調理式が設置されている　4_6 帖の洋間から和室とキッチンを撮影　5_12 月
10 日に行われた内覧会の様子　6_ 多目的トイレ

５
部
屋
に
６
人
が
入
居

引
き
続
き
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

1

2 3 4

5 6

～間取り図～
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